
性質上公共下水道事業特別会計の運営に伴う収入をもって充てることが適当でない経費を一般会計より繰出しすること
により、公共下水道を維持管理し、その整備を推進する。

経営の効率化とともに下水道事業の透明性の向上と、使用料等と一般会計の経費負担区分の明確化を図るこ
とで、適正な繰出しに努めていく。

今後の
方向性

行政資源を有効に活用する行財政運営
自律協働都市

施
策
の
大
綱

総務部財政課

事業： 下水道事業特別会計繰出金 1010

04

整理
番号

施策分野(節) 施　　　　　策まちづくりの目標(章)

03第5章

目

的

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

下水道事業の財政基盤の強化を図り、安定した財政運営に貢献している
ため。B

下水道の維持管理手法などについて、経費の削減に向けた継続的な見
直しを行い、操出金を抑制していく必要があると考えるため。

A
B

A

目

標

特別会計について、独立採算の原則を念頭に経営の一層の効率化を図り、適正な操出しに努める。

事業費（決算額）・財源

所管課

事業費（決算額）

総コスト

財
源
内
訳

平成27年度 平成26年度 増　減

平成27年度 平成26年度 増　減

職員数

再任用職員数

一般財源

1,152,429

1,152,351

0.01

0.00

1,152,351

0

0

0

一人あたり

世帯あたり 24,372

10,569

参
考

(円)

(円)

(人)

(人)

コスト情報・従事職員数

1,148,978

1,148,978

0

0

0

1,149,055

0.01

0.00

24,283

10,405

3,373

3,373

0

0

0

3,374

0.00

0.00

89

164

国府支出金

地方債

その他特定財源

事業の概要

評価

平成26年度

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

 (千円)

平成27年度

評
価
理
由

評
価
理
由

総合
評価

妥当性

効率性

有効性

施策に
対する
貢献度

B

B

A
B

A

人件費

公債費

内
訳

78

0

事業費（決算額） 1,152,351

77

0

1,148,978

1

0

3,373 (千円)

 (千円)

 (千円)
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